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地上気温観測における日射／放射影響の評価 
―マイクロ波放射計輝度温度利用の検討―
Evaluation of radiative effect on the measurement of the surface air temperature by
thermometers using the ground-based microwave radiometer
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温度計による地上気温観測においては日射／放射の影響が不可避であり、これを軽減するため通風筒が用いら
れるが、通風筒が日射／放射の影響を受けることなどによる影響が残る場合があり、その特性は通風筒の種類
毎に異なる。通風筒特性を評価するための基準値として日射／放射の影響が原理的に小さい方法により地上気
温を観測することが考えられ、極細センサー（ISO 2007）、超音波風速温度計（Lacombe et al. 2011）などが
提案されている。本研究では大気の放射輝度温度の利用を検討する。 
地上設置多波長マイクロ波放射計MP-3000A（Radiometrics社）では50～60GHzの周波数領域の14チャンネルにお
いて大気（主に酸素）の放射輝度温度を複数仰角で観測している。最も大気吸収の強いチャンネル
（58.8GHz）の最低仰角（9.45度）のデータを比較対象とした。同時に行われた２種の温度計による地上気温観
測（強制通風筒格納の白金抵抗式温度計・メティックTD-500、MP-3000A筐体内の温湿度センサーRotronic
S3（強制通風式））とあわせ、３種の温度の差の日変化を図に示す。ばらつきはあるものの、平均的には夜間
は時間変化が小さくほぼ一定、昼間は12時頃最大となる時間変化を示す。差の要因については測器の日射／放
射特性のほか、観測空間の違いも検討する必要がある。 
大気放射を用いた地上気温観測方法としては、より強い大気吸収を示す赤外線を用いることが考えられる。ま
た、極細センサーなど日射／放射の影響が原理的に小さい別の観測法との比較も必要である。 
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図 
(a)強制通風筒格納温度計の気温観測値とマイクロ波放射計58.8GHz仰角9.45度輝度温度の差（前者から後者を
減じた）の箱ひげ図日変化。2010年5月高知市（鏡観測サイト）での観測。前１時間降水量が0.5mm以上の場合
を除く。箱上辺は第3四分位点、下辺は第1四分位点、箱内部横線は中央値、上下に伸びる垂線は四分位点から
箱幅1.5倍以内のデータ範囲を表す。 
(b) 強制通風筒格納温度計とマイクロ波放射計筐体内温湿度センサー（強制通風式）による気温観測値の
差、ほかは(a)と同じ。 
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